
　女性の健康は生涯を通じて身体的・精神的に女性ホルモンの動態に大きな

影響を受けるため、男性とは異なる特徴を持つことを正しく理解することが必要

です。一方、近年，女性の社会進出に伴い，就労環境は整備されつつありま

すが、月経に伴う心身の不調、子宮や乳房のがん、更年期障害などといった

女性特有の疾患や、妊娠・出産といったリプロダクティブ・ヘルス／ライツの

視点を考慮した健康支援をできる人材育成やその組織、仕組みの構築は十分

に行われていません。

　日本人女性の平均寿命と健康寿命の差は12.4歳であり、この差を縮めるこ

とがとても重要です。しかしながら、わが国における女性の健康支援は、現在、

疾病治療やスクリーニングが中心で、団体ごと（医療、企業、学校、地域、自

治体など）、診療専門科ごと（内科、産婦人科、小児科、精神科・整形外科な

ど）、職域ごと（医師、看護師、薬剤師、保健師、養護教諭など）に縦割りに展

開されており、これらの組織をシームレスに繋ぎ、女性の健康を包括的に支援

する人材育成と体制をつくることが大切です。さらには、リプロダクティブ・ヘル

ス／ライツを考慮しつつ、若い世代の女性にプレコンセプションケア（妊娠や次

の世代の健康を考慮したヘルスケア）の概念を浸透させることも、今後の重要

な課題の一つです。

　まるっと！ 女性の健康支援「女性の健康支援をするひとのためのテキストブッ

はじめに



ク」は、これらの課題を解決することと、生涯を通じた女性の健康の保持増進

を図れる人材の育成に貢献することを目的に開発したテキストです。内容は、

Q&A方式で、女性のライフステージごと、項目ごとにわかりやすく解説しました。

　女性の健康を支援する立場にある専門職の方々が、女性の健康に関する

知識を向上させ、女性一人ひとりの健康状態を把握したうえで、できるだけ早い

時期から横断的・予防医学的・包括的に女性の健康支援を行うために本テ

キストブックをご活用いただければ幸甚です。
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女性の健康を支援する立場にある専門職（小児科医・産婦人科医・内科医等
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